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魚体より見7こ魚群の構成並びに特徴(第9報)

(昭和 25年度調査報告)

佐藤信

藤井武治

五十嵐孝夫

小林喜雄

1.緒 一一一口

春季5，....6月の候北海道太平洋沿岸に来滋ずる鮭鱒魚、群に就いて、三陸沖よ D室蘭沖、fiJll路沖更

に根室沖に亘る漁期の移動と、漁場の費佑に伴う魚群の構成並びに特徴。餐移等を明かにし、更

に北千島、オコック沿岸の魚群とo闘連をも明かにするべく、筆者等は1949年以降おしまろ丸に

依って行止れで居る鮭鱒流し網漁業調査。一部として調査研究を行って来?と。昭手口24年度に於け

る調査結果は第1報に記したので、此場に昭和25年度に於ける調査結果を記述する。

猶本論に入るに先立ちおしよろ丸前艦長槙庭誠三氏に深甚なる感謝の意を表すると共に測定に

種々御助力を賜ったおしよる丸乗組の方々に厚く感謝するものである。

H.費料の蒐集並び民測定方法

本年度に於ては附属枯2隻に依って漁獲された漁獲物を封象として、各舶より一日各種。鮭鱒

( o. gorbu8cha， O. ketα〉約20尾づつを無作意に抽出して測定した。猶他の種D混獲された時は
特に之を抽出して調査研究D劃象とした。叉測定方法は第1報に迷ぺたと同様の方法に従ったが

特に本年度に於ては生殖巣の重量を測定し研究封象とした。

皿.種類及び各種の出現率

今年度。調査に依って下記co4種が得られた。

1. Oncorhynchu8 nerkα(WALBAUM) ぺ=マス

2. O. gorbu8chα(WALBAUM)カラフトマス，セツパリマス

3. O. ketα(WALBAUM)サケ1-キシラズ

4. O. mαSOlt (BREVOORT)マス，サクラマス

以上。内 O.nerkαは3尾、 O.mα80'Uは1尾得られたのみである。 0・gorb'llsckαは2514尾、

O. ketaは1572尾漁獲された。第1聞に 0.g01旬8cha並びに O.ketαの各日の漁獲量を線、漁獲

量に劃する 100分率で示した。とれ，に見られ，る様にiliI路沖合に於ける O.gorbu8c加の盛漁期ぽ

6月20日-30日の10日問、 O. ketαは6月22fl頃を中心とする約1週間と考えられる。

ヨたに漁期の推移に依る O. gorbu8chα，O.ketα2種相互間の出現寧に就いて見ると、第2圃(0.

keta co O. gorbu8c加に封する出現率を示、ず〉に示、ず様に初漁期に於ては O.ketαが遥かに多

く見られ、漁期の推移と共に O.gorbu8c仰が之れ，に代り弐第に O.ketαは減少して格漁期に近

づくに従って O.gorbu8chaが大部分を占める様にたる。
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皿.各種の測定結果

1. O. nerkα 

本麗は僅か1尾を測定したのみである。

全長 6必mm，檀長 573mm，檀高 148mm，頭長 113mm，瞳重 2，880g，師te敢 14+20，生殖巣重量
100gの雌である。

2. O. gorlmschα 

測定数263尾に就いて、其白檀長及び龍重の測定結果を第1表に示す。

Fig. 1 Percmtage of daily catch into total catch of fishing p(;rio;].. 

ヨえに年令査定を行った88尾に就いて

其の測定結果を第2表に示す。

猶檀高の貫長乎均は122.15mmC 102 
-144mm)でるる。

3. O. keta 

線測定数319尾に就いて其の瞳長、

檀重の測定結果佐第3表に示ナ。

戎に年令査定を行った147尾に就い

て各年令群に依る測定結果を第ム5，6，

7表に示す。猶第7表には盟長に劃す

る臆高lD100分率を示した。叉第3閣

に各年令群に依o全長の頻度を示した。

Fig.2 
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V.雌雄の出現率
'0. gorb旬8chα 及び O.ketα雨種の雌

雄出現率に就き、 0・gorlm8chα263尾、

O. keta319尾の測定資料に基いて見営

し売。第4固に南極の雄の雌に劃する

出現率を各日ごとに示したが、 O.gor-

lyuschαに於ては雄が一方的に多く出現

して居るために余P明瞭で、はないが、

O.ketαでは初漁期に於ては雄が多く、

漁期の推移と共に戎第に雌が雄に代っ

て多くなる事が認められ，る。

o. gorbu8chα82尾、 O.ketα
147尾の資料に就いて鱗に

依って年令査定を行った

結果 O.gorbuschαは全て



Fig.3 Frequency of total length of each year group. Fig.4 Percentage of male. 
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.Table 2. 0. gOl占uscha

Eex & o(55 ♀く33)

N叫 :r Range I Av叫 el Ran酔 Aver相

T.L. I 466-556mml 513mml 4160-524凶ml 489mm 

B.L. I 402-533グ '159uI 403-540グ 439グ

B.W. 11，100-2，700gl 1，71Ogl 1，060-2，63匂 1，434g

D.B.IB.L・xlOJ124.1-30.6% 1 26.9%1 22.7-29.0%1 26.4% 
Table 3. O. keta 
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I輸を教えるもののみに依っ

て構成され，て居る。 O.keta 

では n.IHV輪のもの即ち 3，4，

5年魚によって構成されて居

れ其の出現割合は3年魚

9.5%、4年魚78.9%、5年

魚11.5%で4年魚共の大牛を

占めて居る。

四.生殖巣重量と鵠

重との関係

0・gorb'U8chα83尾、 O.

keta 140尾花就いて、共の生

殖良重量の陸重に封ナる 100

分寧を計算して成熟度に就い

て考察した。猶測定が舶上で

行われ虎闘係上精密な測定結

果が得られ小、5g以下を Oと

見倣した。

即ちO.gorbu8chαで、は雌は

2 

0.5凶4タ劣&(ゆ5.16，..，0)で殆ど護

建して居rな主い。
O. ketαでは第8表に示す如



Table 5. O. ketα， B.L. 

色 中 T ixl Range Average 

~ lV + 1~1 518-538" 530" 1-4日斗ム-;--1一面~15五7

にl ♀ T 

Range 

-
宵
且

lVト1I 2，400-2，600グ 2，490グI2，120-3，300" I 2，626" I 2，594グ

Table 7. O. keta， D.B.fB.L.':<!OO 

色 ♀ T 

Range 

Table 8. O. keta， Gonad W.fB.W. xlOJ 

色 ♀ T 

Av、rage

く、雌雄何れ，も4，5年魚に劃して 3年魚、は成熟度が劣る。 oketαの場合はθ.gorbu8chαに比較
して遥かに成熟度が高い事が親察された。

百E、要約

1. 春季~I路沖合に来遊する魚群は主として ο. gorbuschα， O. ketαD2種に依って構戒されて

居り、稀に O.nerkα，O.masourD出現が見られ，たコ

2. 本魚群はO.ketαを先群として0・gorbusc加を後群とずる。叉各種の雌維の出現率より見て、

それぞれ雄を先群として雌を後群とする傾向が見られ，た。

3. 年令組成K就いてはoketαは3，4，5年rD3年令群に依って構成されて居人 0・gorbufchα
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では全て 1輪θ もの@みであった。

4.測定結果に依る瞳長組成等は漁具が刺網でるる関係上‘韓高では殆んど差異は見られ歩他の

測定値も殆んど同ヒ傾向が見られO.ketαに於ても年級に依る慢長組成の費(tは明かには認めら

れない。

5.成熟度に就いてはO.keta'IC於いて3年魚は4.5年魚に劃して明らかに劣る事が認められ;k:。
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